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固有の環境を整える
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塩野町地域まちづくり協議会

～協議会の理念～
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　夏恒例の大須戸能の薪能が朝日みどりの里特設能舞台でとり行われました。

　私が出演したのは「正尊 (しょうぞん )」という番組で、終盤の斬組が見所

の一つの演目です。演じる役者の面々は、仕事終わりの限られた時間で集中し

て練習をこなし、その成果を本番にぶつけます。

　私自身、大須戸能保存会に入会してまだ日も浅いのですが、この地域に歴史

ある伝統芸能があることを誇りに思い、能を通じて得た貴重な経験を日々 の生活

や地域活性化にも活かしていけたらと思っています。　 大須戸集落　大滝正貴

富樫玲花さん

朝日みどりの里特設能舞台にて

地域民登山　新保岳852.2ｍへの旅路

　9月1日(日)その日は、前日の猛暑とは打って変わって、
雨音と共に夜が明けた。
　集合場所に現われたのはいかにも山登りの達人といった出で
立ちの猛者ばかり 13 人である。それはそうであろう。今回の登
山は山頂看板の建て替えが目的である。看板材の運搬ができる
体力自慢の集団でなければいけない。
　かくいう私は大須戸奉納相撲のために ( 無理して？) 蓄えた脂
肪をお供に、小学生以来の数十年ぶりに地域シンボルの頂を味
わうことができた。
　小雨が降る中の森林は、私に新鮮な空気を与えてくれてとても
優しかった。でも次はもっと平坦なハイキングコースを希望して
いる弱気な自分がいる（哀）・・・・。　大須戸集落　齋藤博樹



　オサトサマ（大里様）が始まったのは江戸時代のこ

ろ。現在は村上市無形民族文化財に登録されている。

古くから伝わる話として、田の神を山の神へ移す際に

五穀豊穣を感謝し、家内安全を祈ったという。

　担ぎ手の女装は、山の神に婿入りする際、他の神に

ヤキモチをやかせないため。

　主役となるしめ縄は約３㍍。これを若者二人が担い

で神社まで行く。同時にお神酒のたるも二人の若者が

担ぎ、後に続く。今年結婚した人がしめ縄、婚約し

た人がたるを担ぐ。これに指名されることは大変な名

誉で、村の中でやっと一人前の男として認められたこと

になる。

　酒をあおっては歌をうたい、軒先の観衆も歌をうたっ

て囃したてる。

　右往左往しながら１時間以上をかけて神社へ

奉納する、集落民総出の伝統行事です。

　　　　　　　　塩野町集落　小田 かよ子

　地域外へ転出された塩野町地域内出身者で、ご希望の方
に当通信を送付します。
ご親戚・ご友人など送付のご用命の方は、協議会役員また
は事務局にご連絡をお願いいたします。

地域外転出者へ
　　　通信を送付いたします。

編集後記
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シリーズ⑥
地域のお宝行事

スクラムネット観光部会から

荒沢『地域の茶の間』

◎開催日時：11月 10日（日）午前10時～午後２時
◎場　　所：塩野町小学校体育館

　今年は、３集落の大海と、各集落の名物料理出店を増やし皆様をおも
てなしいたします。また、塩野町地域以外（朝日地区や村上地区など）
にもチラシを配付し、大勢の方にお越しいただこうと思います。
　入場にはチケットが必要で、塩野町地域のみ前売り券のとりまとめを
回覧板にて行います。
　チケットに限りがありますので、この機会にお求めいただき、回覧板
で申し込みいただいた方については、各集落役員がお届けにあがります。

《各集落の出店予定》
　・松岡、早稲田、大須戸の大海 (だいかい )
　・ゴウキ和え、牛串焼き (小須戸 )
　・セリのひたし、玉こんにゃく (荒沢 )
　・かやき、サバ缶カレー (蒲萄 )
　・おでん、やきそば (塩野町 )
　・餅つき、おにぎり、農産物直売、家電製品の展示
　・ポップコーン、わた飴
　・まちづくりコロッケ

今年は梅雨明けが長引きましたが、皆さん体調は
いかがでしょうか？
　お盆は、帰省された方々と思い出話などで楽しいひと時過ご
されたことと思います。
　これから収穫時期を迎え忙しい日々が続きますが、お体に気
を付け頑張ってください。
　また、今年のまちづくり大収穫祭は、１１月１０日 ( 日 ) に行
いますので、皆さんの多数の参加をお待ちしております。

蒲萄集落　菅原 忠志

地域の茶の間地域の茶の間

　静かな山間に暮らす私どもには何の取り得もありませんが、
特に絆結束などは集落自慢の一つだと思います。これも厳しい
自然環境が育んでくれた贈りものかと思います。
　集落の催し事ともなれば茶の間の出番ありです。年相応に
段取りが良く、分担し、一丸となって物事に当たります。
　荒沢集落『地域の茶の間』の基本である人間関係の和を大
切に、色々な行事を楽しみながら頑張ります。常に皆様に感
謝を申し上げるとともに、今後ともよろしくお願い申し上げます。

荒沢集落　小林勝義

　今年は、塩野町地域外（朝日地区全域・
村上地区）にもチラシを配付します。
　先がけて塩野町地域のみ前売り券の販売
を行いますので、お求めは回覧板か右記の
協議会役員≪チケット取り扱い担当者≫ま
でお求めになりますようお願いいたします。

　地域の良さをあじわっていただきたく、
大勢のご来場をお待ちしております。

【塩野町】… 本間みづえ
【松　岡】… 大滝　勉
【早稲田】… 増子三枝子
【小須戸】… 小田由記夫
【荒　沢】… 大滝 勝則
【大須戸】… 中山 好栄
【蒲　萄】… 菅原 千春

11/10（日）大収穫祭のご案内

≪チケット取り扱い集落担当者≫
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